
平成29年３月14日（火）に仙台トラストタワー・トラストシティカンファレンス

仙台、３月21日（火）に河北新報社・別館5階ホールにおいて、「グループディス

カッション実践講座」を開催しました。当初は共同キャリア支援拠点での開催を予

定しておりましたが、複数大学から多数の学生の参加申し込みがあったため、大き

な会場に変更し、仙台白百合女子大学、東北学院大学、東北工業大学、東北生活文

化大学、宮城学院女子大学の学生が交流する形の講座となりました。

講師は地域協働教育推進機構の伊藤晋特任准教授が務め、グループディスカッ

ションの基本、議論の進め方についての解説の後、２回のロールプレイを行い、内

容について面接官役の講師から個別フィードバックを行いました。

今後も共同キャリア支援拠点では、COC+参加大学等の学生を対象に、キャリア支

援を行うセミナー・講座を企画し、順次開催していきます。

※４月開催の共同キャリア拠点でのセミナーは、裏面の開催予定で紹介しています。

※詳細はWebサイトをご覧ください。URL http://miyagi-coc.jp/career/1226/
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みやぎ・せんだい協働教育基盤による地域高度人材の育成事業活動報告
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○ 外部評価委員会を開催しました。

○ 第５回地域協働教育推進機構会議を開催しました。

COC+の取り組みは「地域協働教育推進機構Webサイト」（URL http://miyagi-coc.jp/）で紹介しています。

平成29年３月号（vol.10）

▲地域協働教育推進機構会議
の様子

▲グループディスカッションの様子

平成29年３月13日（月）に東北学院大学土樋キャンパス８号館会議室において

「第５回地域協働教育推進機構会議」を開催しました。地域協働教育推進機構会議

は、事業協働機関である参加大学・短期大学・高等専門学校、自治体及び企業の代

表者等が出席し行われます。当日は、平成28年度の単位互換コア科目の実施状況及

び事業の活動状況の報告を行い、自己点検・評価、平成29年度事業実施計画、外部

評価の実施について審議し、承認されました。

また、２月、３月は「第６回教育プログラム開発部会」､「第６回地域高度人材

指標開発・評価部会」､「第８回共同キャリア支援部会」､「第４回単位互換部会」､

「第５回FD/SD部会」､「第８回企業支援部会」､「第５回高大連携部会」を合わせ、

７つの部会で平成28年度の事業進捗を振り返り、平成29年度事業実施計画の策定を

協議しました。さらに３月９日開催の「第５回地域協働教育推進機構運営会議」で

は、各部会の活動状況を報告し、事業実施計画について審議しました。

承認された実施計画に基づき、今後も各部会が協働し、事業を進めてまいります。

※詳細はWebサイトをご覧ください。 URL http://miyagi-coc.jp/topic/1209/

○「グループディスカッション実践講座」を開催しました。

平成29年３月28日（火）に東北学院大学土樋キャンパス本館会議室において、本

事業の平成28年度外部評価委員会を開催しました。外部評価委員会は、本事業計画

の着実な進捗を図るために第三者の立場から評価し、本事業の達成水準の向上に資

することを目的に設置しています。平成28年度は、東北大学地域イノベーション研

究センター長の藤本雅彦氏、宮城大学食産業学部教授の郷古雅春氏、東北経済産業

局産業人材政策室長の遠藤憲子氏により委員会が構成されています。本事業で実施

する「外部評価」は、自己点検・評価報告書に基づく「書面評価」及び外部評価委

員会での質疑応答による「面接評価」によるものとしています。

委員会当日は、藤本委員、郷古委員の２名の委員にご出席いただき、質疑応答に

よる面接評価が行われました。また、欠席となった遠藤委員には、事務局が事前に

訪問して質疑応答を受け、書面により評価について講評をいただき、その内容が代

読されました。今後は、書面評価及び面接評価に基づいて外部評価報告書が作成さ

れ、指摘事項については、今後の取り組みに反映させていくとともに、報告書を広

く公表し、本事業を地域の皆様と共に推進してまいります。

※詳細はWebサイトをご覧ください。URL http://miyagi-coc.jp/topic/1276/

▲外部評価委員会の様子

▲グループディスカッションの様子

▲グループディスカッション実践講座
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みやぎ・せんだい協働教育基盤による地域高度人材の育成事業活動報告

＝活動報告・会議等（平成29年３月まで） ＝ ＝今後の開催予定＝

地域協働教育推進機構会議
第６回会議は平成29年６月の開催を予定

地域協働教育推進機構運営会議
第６回会議は平成29年６月の開催を予定

教育プログラム開発部会
第７回部会は平成29年６月の開催を予定
・平成29年度「地域教育科目」の展開
・単位互換コア科目試行プログラムの展開

地域高度人材指標開発・評価部会
第７回部会は平成29年６月の開催を予定
・地域高度人材指標の試行活用

共同キャリア支援部会
第９回部会は平成29年５月の開催を予定
・共同キャリア就職支援拠点でのセミナー開催(下記参照)

単位互換部会
第５回部会は平成29年５月の開催を予定
・単位互換コア科目試行プログラムの実施：尚絅学院大学、
聖和学園短期大学、東北生活文化大学・短期大学部、仙台
大学他
・夏期体験講座の実施に向けた調整

FD/SD部会
第６回部会は平成29年５月の開催を予定
・COC+推進コーディネーター養成研修（入門編、実践編）
開催：宮城学院女子大学（入門編開催を調整中）

企業支援部会
第９回部会は平成29年６月の開催を予定
・COC+推進コーディネーターの県内企業訪問(継続)

高大連携部会
第６回部会は平成29年６月の開催を予定
・オープンキャンパス企画の実施に向けた調整
・東北学院併設高校でのモデル試行

＝COC+推進コーディネーターより＝

【事務局】地域協働教育推進機構
東北学院大学 土樋キャンパス 本館3階

電話 022-264-6328 ／ FAX 022-264-6364
E-mailアドレス ck★staff.tohoku-gakuin.ac.jp（★印を＠マークに変えてお送りください）

WEB http://miyagi-coc.jp/

地域協働教育推進機構会議
第５回（平成29年３月13日）
∟「地域教育科目」実施、事業活動について報告。事業
協働機関の追加について承認。平成27、28年度自己点
検・評価、平成29年度事業実施計画、外部評価の実施及
び外部評価委員について承認

地域協働教育推進機構運営会議
第５回（平成29年３月９日）
∟「地域教育科目」実施状況、各部会活動状況について
報告。平成27、28年度自己点検・評価、平成29年度事業
実施計画の策定、外部評価の実施及び外部評価委員の選
定について承認

教育プログラム開発部会
第６回部会(平成29年３月２日)
∟「地域教育科目」実施状況、単位互換コア科目の試行
プログラム実施状況について報告、平成27、28年度自己
点検・評価、平成29年度事業実施計画の策定について協
議

地域高度人材指標開発・評価部会
第６回部会（平成29年３月16日）
∟地域高度人材指標案について承認、平成29年度事業実
施計画と部会の進め方について協議

共同キャリア支援部会
第８回部会（平成29年２月16日）
∟シンポジウム開催、共同キャリア支援拠点の運営、平
成29年度事業計画について協議

単位互換部会
第４回部会（平成29年３月８日）
∟単位互換科目試行プログラムの実施報告、単位互換に
向けた学都仙台コンソーシアムの活用について、平成27、
28年度自己点検・評価、平成29年度事業実施計画の策定
について協議

FD/SD部会
第５回部会（平成29年２月20日）
∟FD/SD研修の実施報告、COC+推進コーディネーター養成
研修の開催、平成29年度事業計画の検討について協議

企業支援部会
第８回部会（平成29年２月21日）
∟平成28年度企業訪問の報告、平成29年度「創造的イン
ターンシップ」の実施と事業計画の策定について協議

高大連携部会
第５回部会(平成29年３月23日)
∟高大連携プログラムの試行について、平成27、28年度
自己点検・評価、平成29年度事業実施計画の策定につい
て協議

共同キャリア支援拠点のセミナー開催(４月)
就職活動中の学生（新大学４年生、短大２年生、高専５年生）対象

◎４月11日(火)14時〜17時 即効！面接力UPセミナー
募集終了（定員８名）

◎４月18日(火)14時〜17時 自己PR徹底強化セミナー
定員12名（定員に到達次第、募集終了）

◎４月25日(火)就活個別相談／キャリアカウンセリング
12時30分〜 45分×４コマ 定員４名

【会場】地域協働教育推進機構共同キャリア支援拠点
（河北新報社別館4階/仙台市青葉区五橋1-2-28)
担当：地域協働教育推進機構 伊藤晋特任准教授

【詳細及び申し込みWebサイト】
URL：https://miyagi-coc.jp/gd1/
※お問い合わせは事務局までご連絡ください。

みやぎ・せんだい協働教育基盤による地域高度人材の育成事業活動報告

COC+事業の実質的なスタートから1年が経過し
ました。これまで例のないことに取り組んでい
ますので、事業協働機関のみなさまには、随分
ご迷惑をおかけしていることと思います。それ
にもかかわらず、陰に陽に事務局を支えてくだ
さり感謝申し上げます。
この事業は、就職支援と思えばそれなりのこ

とができてしまうでしょう。しかし、学生たち
がより深く、より主体的に大学で学べるように

すること、そんな学生たちがとどまるにふさわ
しい企業を宮城に増やすことという事業目的を
本気で突き詰めれば、決して簡単なプロジェク
トではありません。
それでも、お茶を濁すことなく、全力で突き

進んでいく覚悟でいますので、2017年度もよろ
しくお願いいたします。(松﨑)


